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吉 田 光 宏
高周波によるプラズマ電流駆動の研究は定常 トカマク炉の可能性の1つとして注目されて
いる｡ これは高周波の運動量を共鳴電子にランダウ減衰過程によって伝達し､電子に一定方
向のドリフトを与え電流を生成させようというものである｡ この論文ではWT-Ⅲトカマク
において低域混成波電流駆動実験を行い､プラズマ電流を担う高速電子群の速度分布をⅩ
線計測によって調べた｡
低域混成波 (LHW)による電流駆動は､共鳴電子が磁場に平行な一つの方向に加速され
ることによって非等方速度分布が形成され実現される｡ 準線形理論によると､LHW の共鳴
領域で速度分布関数に平坦な部分が形成される｡
wT-Ⅲにおいては､初めにジュール加熱 (OH)で立ち上げたプラズマを発生させ､次い
でOH電力を遮断後LHW を入射し､LHW のみで電流を保持するLHCDプラズマを生成す
る｡このプラズマから放射される硬Ⅹ線のエネルギースペクトルを､電子のドリフト方向
と放射Ⅹ線のなす角の関数として計測し､角度依存のデータを得た｡一方､モデル化した
速度分布関数を用いて計算したX線塙射の角度依存を､実験データと比較検討することに
より､最も良く合う分布関数の形を求めた｡かくて､速度分布関数は､波動の進行方向､逆
方向､垂直方向に対する3個の温度で特徴づけられる3温度モデルを用いて表すことができ､
波動の進行方向の温度が非常に高く平坦な部分が形成されていることが明らかになった｡こ
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